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論文内容の喪皆

E目的1光干渉断層計 (0むの は低コヒ』レント光を光源とした干渉計をその原理とする撮像装霞である。近年、限科臨床

の場において欠かすことのできない装置となっており OCTの画質改善による自民科学への寄与は大きいものがある。 OCTOJ 

画質に影響を与える図子としてスペックルノイズの存在が指摘されており、これを低減する方法として従来デジタル7ィル

ター(メジアンフィルター‘ガウシアンフィルターなど〕が用いられて来たロしかしこれらの方法ではコントラストを向上

させる一方で解像度の低下は避けられない。複数画像の平均化を用いた手法は他分野では一般的な方法であるが、従来のO

CT はスキャン速度が遅いため眼球徴動の影響が非常に大きく、そのため OCT爾像への応用は困難とされていた。近年開

発されたスベクトラルドメイン OCT(昌D-OCT)は、走資速度が従米の OCTの数H告に向上しており、限球微動む影響
を最小限に抑えつつ同一部位告連続スキャンすることが可能になると期待寄れるロそのためSD-OCT画像改善にこの手法

を取坦入れること長試みた。

I方法1装置は倫理委員会承認の元、京大病院限科外来に設置されていたSD-OCTのプ口トタイプを使用した。この装置

は巾心波長昌30マイク口メートル、波長隠 50マイク口メートルのダイオード光源を使用し、空気中での光軸方向の解像度

6.1 "イクロメート Jレ、コントラスト鈎デシベんで毎秒 18700回のAスキャンを行うことが可能である。品目j翻jプログラム

(工.abVIEW7.1)を改変し連続撮影モードを付加、さらに画像のアライメントと平均化を行うプログラムも作成した。プロ

グラムの評価として、まず溺質改善効巣の評価を行い有効な重ね合わせの枚数を決定し、後I~実際の臨床症例において有効

な主重ね合わせ枚数を撮影できた症例の割合を求め、実期性を評価した。さちに幽質改善により明瞭となる病変部を症例で検

討し有用性を評価Lた。正常限i鼠像 (1コマあたり 1自24Aスキャンで構成)認コマを用いて、 2、4、呂、問、 1自枚の平均

化を行った画像を作成し、画質改善に必要なコマ数を求めた。画質は一対比較〔シェフェむ方法中屋変法)による主観的評

価と、コントラストノイズ比 (CNR)による客観的評価を用いて行った。

E結果li巨常限底像を用いた 対比較法によるl'。観的評縮、 CNRによる答観的評価共に 4枚以 kの重ね合わせ長行うこと

で統計学的に有意な画質の向上を得た。また主主例においては畠4%のセッションで4枚以上の言重ね合わせが可能であった。画

質改善により網膜の層構造が明瞭になるだけでなく、従来はノイズで識別困難であった低輝度領域の数縮構造もより明瞭に

認識できた。

I考察1今回の検討で特に明瞭になった層構造として外境界膜や視細胞内節外節接合部が挙げ与れる。これらの態様構造と

視力との関連が最近報告されており、今回の手法により網膜外盾の評価が容易になることで今後駁疾患における視力予後推

定が容易になると思われる。また、総膜色素上皮 (RPE)、プルッ 7膜、脈絡膜毛細血管床などは、通常のOCT幽畿では合

体した一つの層として描出され、力日齢黄斑変性症、ポワープ状脈絡膜血管症、中心性殺液性鋼脈絡膜症などの病態において

これらの層が鋭化を来たした場合にブルッ7膜が描出されることが超高解像 OCTなど特殊な OCTでのみ報告されていた

が、今回我々の装置はこれを容易に猫出Lうる事が確認された。
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E結論1複数画像の平均化は自D-OCTの画質改善に実用的かっ有用な方法である。

翰文審査の結果の喪鷺

光干渉断層針 (OCT)は低コヒーレント光を光源としたマイケルソン千秒針を原理どまる撮像装置であり、その爾質を劣

化させる因子としてスペッタルノイズがある。従来11)OCTはスキャン速度が還くノイズ低減に複数画像の加算平均化を用

いた手法を適用することが困難であったが、近年開発されたスベクトラルドメイン QCT(SD-QCT)は、走査速度が従来

の OCTの数十倍に向上しており、短時間の阿 部位連続スキャンが可能となり複数画像の加算平均化が効巣約に行える可

能性が出てきた。そこで本論文ではSD-OCT薗畿改善にζの手法を取り入れることを試みた。装置は倫理委員会承認の元、

京大1持続眠科外来に設置されていた呂D-OCTのプロトタイプを使用した。連続室主影された正常破滅像から作成したs種類
のサンプル画像を使用し、シ ~7エの一対比較による定性的評価と、コントラストノイズ比による足鷺的評価巷用いて画質

評価長行ったロその結果定性的評価、定量的評術共lこ4枚以上の函像平均化で統計学的に有意な画質の向上を得ることが示

杏れ、事らに臨床高官伊tl101伊jで検討したところ平均 84%のセッシ冒ンで 4枚以 kの重ね合わせが可能であることが示され

た。以上から申請者は複数画像の平均化がSD-OCT画質改替に有効かっ実用的であることを示した。

以上の研究は眼科疾患の解明に貢献し眼科学の発展iこ寄守するところが多い。

したがって、本論文は博t:(医学)の学位論文として価値あるものとみとめる。

なお、本学位授与申請者1;1:，平成20年2月12日実絡む論文内容とそれに関連した試問を受け、合格と認められたもので

ある。




